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� 2.3ɹ্ྲྀ޻ఔでのӡ༻෦໳の関༩に関する（3)）܇ڭ

2.3 ্流޻ఔͰの運用෦໳の関༩に関する教訓（(3）

ӡ用部໳は্流޻ఔʢاըɾཁ件定義ʣから
開発部໳と連携してਐΊる΂し

教訓
(3

問題
最近、システム運用の現場で以下のような問題が多発している。
① A社では、新システムの運用を開始してからオペレータの操作ミスが多発した。
②  B社では、販売店向け発注システムをWebシステムに移行したところ、システム移行直後にシス
テム間の電文データに不具合が発生し、発注処理が行われなくなる事象が発生した。入力デー
タのミスに起因し、電文データが誤って編集されたためである。接続会社間で障害対応時の各
種調整に手間取り、最終的なシステム復旧は 1週間程度かかった。

原因
直接の原因は以下である。
①  A社では企画や要件定義段階において、オペレータ操作に関する運用の要件検討が十分され
ていなかった。運用テストの段階から初めて運用者が参加してテスト及び引き継ぎを行ったがオ
ペレータ操作関連のバグが多発して収束しないまま本稼働を開始した。要件定義段階でのオペ
レーション要件の検討漏れが原因だった。

②  B社ではシステムへのデータ入力ミスを抑止する工夫や仕組みが考慮されていなかった。
　  また、本システムの接続先との間で、有事に関する取り決めや対応範囲などが整理できておらず、
コンティンジェンシプランが共有できていなかった。

上記①、②の根本原因は、運用要件の検討漏れあるいは軽視である。これは、運用者が要件定
義作業へ参加していないことや、参加していても運用要件が取り込まれなかったことに起因している。

対策
上記の対策として、企画・要件定義作業において、運用者の視点からシステム要件を確認するよ

うにする。運用者が確認する項目の例を表 2.3 ‒ 1に示す。なお、これは一例であり、これを参考に
して、対象となるシステムに合わせて役割分担表などに表現する。プロジェクト開始前に関係者でレ
ビューして合意し、プロジェクトに適用する。
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2.3ɹ্ྲྀ޻ఔでのӡ༻෦໳の関༩に関する（3)）܇ڭ

表 2.3 － 1　ʮ運用ऀ͕اըɾ要݅ఆٛ޻ఔͰ確ೝ͢る߲໨ʯ（1�2）

/P ఔ޻ ෼ྨ ߲໨ શମͰ֬ೝすΔ߲໨

運用෦໳の
ؔ༩౓߹͍
˕ɿ੹೚
˓ɿ୲当
˚ɿࢧԉ

運用෦໳͕֬ೝすΔ߲໨

1

ըا

Ҋى
ਾ͑ͨシスݟӦઓུΛܦ˙
テム構築ٴͼシステム構築
の໨తɾ໨ඪの໌֬Խ

ᶃܦӦઓུの۩ݱԽ
ᶄ৘ใʢシステムʣઓུの۩ݱԽ
ᶅシステムԽの໨తɾํ਑
ᶆೲ期ʢţşŢƄœŖſʣ
ᶇシステムར用期ؒɺϥΠϑαΠΫϧ֓ཁܭը

˚

ᶃཁ݅の೺Ѳ
ᶄೲ期ʢスέジϡーϧʣの֬ೝ
ᶅシステムのϥΠϑαΠΫϧʢߋ৽ִؒʣ֬
ೝ
ᶆܦӦઓུのཧղ
ᶇ৘ใʢシステムʣઓུのཧղ

2 ঢ়ݱ
෼ੳ

˙システムʢۀ຿ʣのݱঢ়෼
ੳɺ໰୊఺ɾ՝୊のநग़ͱ
෼ੳ

ᶃ運用ঢ়گ 
ᶄ໰୊఺ɾ՝୊
ᶅ࠷৽のシステムಈ޲ɺٕज़ಈ޲の෼ੳ

˚

ᶃ構築ϊ΢ϋ΢のఏڙ
ᶄݱঢ়՝୊のఏڙ
ᶅ࠷৽ٕज़ಈ޲ɾτϨϯυ౳の৘ใ෼ੳ
ఏڙ
ᶆ運用ঢ়گのใࠂ

2�2 ըا
ཱҊ ˙৽システムのاըཱҊ

ᶃશࣾ໨ඪのମܥԽͱࡦࢪのఆٛ
ᶄ৘ใシステムཁ݅の·ͱΊ
ᶅシステムԽのاըཱҊ

˓ ᶃ運用վળ͔Βͨݟ৽システムཁ݅のఏҊ

� ౤ࢿର
ޮՌ

˙システム構築ʹ͓͚Δ౤
ରޮՌの໌֬Խࢿ

ᶃ౤ࢿରޮՌ
ᶄίスτܭըのཱҊ ˓ ᶃ運用ཁ݅ऀଆʹඞཁなίスτの࡞ੵݟ੒

� ঝೝ ˙システム構築のঝೝ ᶃシステム構築のঝೝΛಘΔ

�

ཁ݅
ఆٛ

Ӧɺܦ
຿ɺۀ
システ
ムཁ݅

の
֬ೝ

˙システムԽཁ݅の֬ೝ
˙αーϏス಺༰ɾϨϕϧの
֬ೝ
˙ମ制の֬ೝ
ըɾスέジϡーϧの֬ܭ˙
ೝ
˙ίスτの֬ೝ
˙Ҡ行ཁ݅の֬ೝ

ᶃシステムԽのഎܠɺҙਤ֬ೝ
ᶄݱ行ۀ຿ௐࠪͱݱ行システムௐࠪΑΓݱঢ়のۀ຿ϑ
ϩー֓ཁɺシステムϑϩー֓ཁ೺Ѳ
ᶅシステムԽのൣғ֬ೝ
ᶆ৽ۀ຿ϑϩーɺ৽システムϑϩー֬ೝ
ᶇシステムԽཁ݅ɾ機能֬ೝ
ᶈ໰୊఺ɾ՝୊֬ೝ
ᶉαーϏス಺༰ɺαーϏスϨϕϧ֬ೝ
ᶊ開発ܭըɾスέジϡーϧ֬ೝ
ᶋ開発ʢϓϩジΣΫτʣ؅ཧํ๏֬ೝ
ᶌ開発 � 運用 � อकମ制ͱن໛֬ೝ
ᶍ֓ੵݟࢉ΋ΓΛࢉग़しɺ߆ଋ期ؒɺ༧ࢉɺίスτ֬
ೝ
ᶎاըஈ֊Ͱཱ֬しͨ開発ऀɾ運用ऀの૒ํのཁ݅Λ
֬ೝし運用ཁ݅ͱして֬ఆ
ᶏҠ行時の制߲ࣄݶなͲΛ֬ೝ

˓

ᶃ 3'1 のཧղ
ᶄシステムԽのૂ͍ɾ֓ཁɾൣғのཧղ
ᶅϚスλスέジϡーϧのೝࣝ
ᶆαーϏスϨϕϧのೝࣝ
ᶇίスτの֬ೝ
ᶈϥΠセϯス΍कൿٛ຿なͲのن໿΍৚݅
のೝࣝ

�

ඇ機能
ཁ݅

システ
ムج൫

˙システム構੒の֬ೝ � ఏҊ
˙αーόのϋーυ構੒ɾ؀
ཁ݅の֬ೝڥ � ఏҊ
˙ੑ能ɾ拡張ੑཁ݅の֬ೝ
� ఏҊ

ᶃ機能ཁ݅Λ೺Ѳしɺシステム構੒͕運用ʹ଱͑ΒΕ
Δ͔൑அ
ᶄシステムΛ構੒すΔ機ثのੑ能ɾ༰ྔ͸ॲཧϐーΫ
ʹ଱͑拡張ੑ΋උ て͍͑Δࣄ
ᶅシステム༧ࢉͱরΒし߹Θͤͨ࠷దな構੒

˓

ᶃシステムのϋーυ構੒の֬ೝ
ɹɾϐーΫੑ能ΛΧόーして͍Δ͔
ɹɾ拡張ੑ͸Ͳ͏͔
ɹɾ৴པੑ͸Ͳ͏͔
ɹɾαーϏスϨϕϧΛຬͨして͍Δ͔
ɹɾอकੑ͸Ͳ͏͔
ɹɾඪ४Խʹ४ڌして͍Δ͔
ɹɾϧーϧʹ४ڌして͍Δ͔
ɹɾίスτ͸ൣғ಺͔
ᶄシステムのϋーυ構੒のఏҊ

� ˙ΩϟύシテΟ؅ཧཁ݅の
֬ೝ

ᶃऔಘすΔ߲໨
ᶄ֤Ϧιースのし͖͍஋
ᶅϐーΫ೔のσーλॲཧྔ
ᶆτϥϯβΫショϯԠ౴時ؒのし͖͍஋
ᶇॲཧσーλの૿加཰Λఆ期తʹऔಘ
ᶈόッνジョブのॴཁ時ؒのし͖͍஋
ᶉόッνジョブのऴ了時ࠁのڐ༰ൣғɺҟৗΛݕग़Ͱ
͖Δ࢓૊
ᶊ ジ̍ョブͰ࢖用すΔ࠷େテーϓϢχッτ୆਺
ᶋ؅ཧखॱの੔උͱׇރݯࢿ๷ࢭରࡦ

˓

ᶃඞཁσーλྔの֬ೝ
ᶄඞཁτϥϑΟッΫྔの֬ೝ
ᶅඞཁϨスϙϯス஋の֬ೝ
ᶆඞཁΩϟύシテΟの೺ѲʢϐーΫɺฏৗʣ
ᶇݱঢ়のΩϟύシテΟঢ়گの೺Ѳ
ᶈし͖͍஋の֬ೝ
ᶉকདྷ஋の༧ଌ
ᶊ制߲ݶ໨の೺Ѳ
ᶋϧーϧɾඪ४Խʹ४ڌしてΔ͔
ᶌシステム構੒͕ΩϟύシテΟతʹదਖ਼͔
Ͳ͏͔のݕ౼ͱ൑அ
ᶍシステム構੒のఏҊ

�
˙システム構੒の֬ೝ
˙αーόのιϑτ΢ΤΞཁ݅

ʢ運用ܥʣの֬ೝ

ᶃ̨̤͸ϧーϧ΍ඪ४Խʹ४ڌして͍Δ運用Մ能な̤
̨Ͱ͋Δࣄ
ᶄ଴機ܥシステム͕͋Δ৔߹͸଴機ܥシステムʹ΋֤
छιϑτ΢ΤΞΛಋೖすΔ
ᶅ֤छ運用πーϧ͸طଘඪ४πーϧʹ߹ΘͤΔࣄ

˓

ᶃシステムのιϑτ構੒の֬ೝ
ɹɾ04 ͸運用Մ能͔ɺ
ɹɾ運用ܥιϑτɺطଘඪ४ιϑτ
ᶄシステムのιϑτ構੒のఏҊ

�
˙システム構੒の֬ೝ
˙ύιίϯɾपล機のཁ݅
の֬ೝ �

ᶃύιίϯの構੒
ᶄϓϦϯλ
ᶅͦのଞपล機
ᶆՔಇՄ能̨̤ɺιϑτ΢ΤΞɺ開発࢈ࢿɺαーϏス
ύッΫɺྦྷੵύッνのϨϕϧ 
ᶇ̞̙ ɺύスϫーυのઃఆɺϩάΠϯݶݖઃఆ
ᶈ࢈ࢿ഑෍

˓

ᶃΫϥΠΞϯτのιϑτ構੒の֬ೝ
ɹɾ04 ͸運用Մ能͔ɺ
ɹɾ運用ܥιϑτɺطଘඪ४ιϑτ
ᶄΫϥΠΞϯτのιϑτ構੒のఏҊ
ɹɾ ιϑτ構੒Λ֬ೝし /( の৔߹͸ఏҊ

すΔ

1� ˙৴པੑཁ݅の֬ೝ
ɹʢ৑௕ԽɾೋॏԽなͲʣ

ᶃ࠷ॏཁシステムۀ຿࠶開 
ᶄαーό΍ωッτϫーΫ機ثの৑௕Խʗ෼ࢄԽ構੒ 
ᶅίーϧυスλϯόΠɺϗッτスλϯόΠ構੒
ᶆシステムのڌ఺੾ସ͑時のଞシステムのӨڹ
ᶇڌ఺੾ସ͑時ɺ࿈ܞシステムなͲͰの੾ସ͑ૢ࡞
ᶈ単独෦඼ނোͰ͸機能ఀࢭʹؕΒな͍৑௕Խ構੒ɺ
ϗッτスϖΞ࣮૷ɺ෦඼ੑ׆Խަ׵
ᶉ 2� 時ؒ ��� ೔のαーϏスఏڙの৔߹͸৑௕Խ構੒
ͱしɺอकۀ࡞౳͸ɺ଴機ܥʹ੾Γସ て͑ۀ࡞Λ行͏ɻ
ᶊΫϥスλ੾ସ͑खॱࣗಈԽɺखॱॻ࡞੒

˓

ᶃ৴པੑରԠํ਑の֬ೝ
ᶄ৴པੑରԠシステムの֬ೝ
ᶅ৴པੑରԠൣғの֬ೝ
ᶆ৴པੑରԠํ๏の֬ೝ
ᶇରԠ時ؒの֬ೝ
ᶈ৴པੑ構੒の֬ೝ
ᶉϧーϧɾඪ४Խʹ४ڌしてΔ͔
ᶊ৴པੑ構੒のఏҊ



 25� 情報処理システム高信頼化教訓集（ＩＴサービス編）

Ψ
ό
φ
ϯ
ε
ʗ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
領
域
の
教
訓

�

� 2.3ɹ্ྲྀ޻ఔでのӡ༻෦໳の関༩に関する（3)）܇ڭ

/P ఔ޻ ෼ྨ ߲໨ શମͰ֬ೝすΔ߲໨

運用෦໳の
ؔ༩౓߹͍
˕ɿ੹೚
˓ɿ୲当
˚ɿࢧԉ

運用෦໳͕֬ೝすΔ߲໨

11

ཁ݅
ఆٛ

ඇ機能
ཁ݅

システ
ムج൫

˙セΩϡϦテΟཁ݅の֬ೝ

ᶃセΩϡϦテΟํ਑ٴͼنఆʹରしɺ運用෦໳の؍఺
Ͱ໰୊のな͍͜ͱの֬ೝ
ᶄΞΫセスݶݖのઃఆ
ᶅ̞̙ ؅ཧ
ᶆݸਓ৘ใϑΝΠϧのऔѻ͍
ᶇセϯλーϙϦシーの௨஌ � セΩϡϦテΟύッνద用
ᶈ΢Οϧスରࡦ

˓

ᶃセΩϡϦテΟରԠํ਑の֬ೝ
ᶄセΩϡϦテΟରԠシステムの֬ೝ
ᶅセΩϡϦテΟରԠൣғの֬ೝ
ᶆセΩϡϦテΟରԠํ๏の֬ೝ
ᶈセΩϡϦテΟ構੒の֬ೝ
ᶉϧーϧɾඪ४Խʹ४ڌしてΔ͔
ᶊセΩϡϦテΟ構੒のఏҊ

12 ˙システム構੒の֬ೝ
˙ωッτϫーΫのཁ݅の֬ೝ

ᶃシステムશମのωッτϫーΫ構੒
ᶄطଘ૿ڧʢ఻ૹ༰ྔΞッϓʣɺ৽૿نઃʢڌ఺追加ʣɺ
ଳҬ制御
ᶅωッτ機ثɺメーΧ
ᶆઃஔڌ఺のେখʹΑΔωッτ構੒ͱ機ث
ᶇ̞̥ ΞυϨスɺίϯϐϡーλ໊
ᶈ৑௕Խのϧーϧ
ᶉํࢹ؂๏ʢࢹ؂׆ࢮなͲʣ
ᶊϑΝーム΢ΤΞのߋ৽
ᶋిఀނࣄ΍ܭըఀిのରԠ
ᶌଳҬ制御
ᶍ ʗ̛̬

˓

ᶃωッτϫーΫ構੒の֬ೝ
ɹɾτϥϑΟッΫྔ͸構੒ʹ଱͑͏ Δの͔
ɹɾଳҬ制御の֬ೝ
ɹɾ৑௕Խの֬ೝ
ɹɾํࢹ؂๏の֬ೝ
ɹɾอकํ๏の֬ೝ
ɹɾఀిରࡦの֬ೝ
ɹɾϧーϧɾඪ४Խʹ४ڌしてΔ͔
ᶄωッτϫーΫ構੒のఏҊ

1� ઃཁ݅ࢪ˙

ᶃ機ثのઃஔ৔ॴ
ᶄઃஔ৔ॴの଱਒ɺిݯɺۭௐɺセΩϡϦテΟの༷࢓
ᶅઃஔ機ثのి༷࢓ݯ
ᶆઃஔ機ثの෺ཧ༷࢓ 
ᶇઃஔ機ثのωッτϫーΫ࢖用
ᶈ機ثのઃஔ期ؒ

˓

ᶃઃஔ৔ॴ͸దਖ਼͔֬ೝ
ᶄ଱਒༷࢓の֬ೝ
ᶅి༷࢓ݯの֬ೝ
ᶆۭௐ༷࢓の֬ೝ
ᶇೖࣨϧーϧنଇの֬ೝ
ᶈࢪઃཁ݅のఏҊ

1�

運用ɾ
อक

˙ΦϖϨーショϯཁ݅

ᶃՔಇ೔ٴͼɺۀ຿運用時ؒ
ᶄジョブ࣮行ϚχϡΞϧの੔උ
ᶅίϯιーϧཁٻͱϚχϡΞϧの੔උ
ᶆೖྗ運用
ᶇग़ྗ運用
ᶈόッΫΞッϓの෮چཁ݅
ᶉม؅ߋཧ � ϦϦース � ؅ཧ運用࢈ࢿ
ᶊシステムのൣࢹ؂ғɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ᶋোݕ֐஌ٴͼ௨஌のϧーϧ
ᶌ運行อશ用υΩϡメϯτͱҾ͖͗ܧ期ؒ
ᶍϩάのදهɺอଘ期ؒɺ࡟আλΠϛϯά

˓

システム運用ํ਑の֬ೝ
ᶃ৽نシステムのۀ຿運行時ؒの֬ೝ
ᶄྨࣅすΔシステムのอक಺༰の৘ใఏڙ
ᶅอकܖ໿のଥ当ੑの֬ೝ
ᶆྨࣅすΔシステムのೖग़ྗɾόッΫΞッϓ
ᶇ৽نシステムのೖग़ྗɾόッΫΞッϓ
ᶈݱ行システムͱڞ用Ͱ͖ΔઃඋのఏҊ
ᶉ運用時のશΦϖϨーショϯの֬ೝ
ᶊ運用ޮۀ࡞཰ԽのͨΊのఏҊ
ᶋ運行อશ用υΩϡメϯτの֬ೝ
ᶌϩάのදهɺอଘ期ؒɺ࡟আλΠϛϯά
ᶍ運用ऀཁһܭըのཱҊ
ᶎม؅ߋཧ � ϦϦース � ؅ཧ運用࢈ࢿ
ᶏඪ४Խʹ४ڌして͍Δ͔
ᶐϧーϧʹ४ڌして͍Δ͔ɹ
ᶑ運用ཁ݅のఏҊ

1� ˙ҟৗ時ɺো֐時のཁ݅

ᶃۀ຿ఀ͔ࢭΒ෮چ·Ͱのڐ༰時ؒ
ᶄҟৗ発ੜ時͸طଘの௨ใシステムͱ࿈ಈ
ᶅϗッτスλϯόΠɺίーϧυスλϯόΠなͲシステム構੒
ᶆҟৗ発ੜ時のӨൣڹғɺ有ࣄのࡍのؔ࿈෦ॺͱ࿈
ϚχϡΞϧɺ࿈བྷ໢ɺ௨ใܞ
ᶇシステムʢαーόɺϗスτɺωッτ機ثʣのࣗಈࢹ؂
ᶈϦϞーτϩάΠϯԕִ஍͔Βো֐ରԠ
ᶉॖୀ運用の༏ઌॱҐͱͦのӨڹ಺༰
ᶊো̗̙֐の੔උ
ᶋジョブωッτϫʵΫ構੒

˓

ᶃྨࣅシステムの৘ใఏڙ
ᶄো֐ରԠํ਑の֬ೝ
ᶅোݕ֐஌ํ਑の֬ೝ
ᶆো֐時࿈བྷମ制の੔උの֬ೝ
ᶇোূ֐੻のอํ࣋਑の֬ೝ
ᶈ҆ఆతなۀ຿運ӦのͨΊのఏҊ
ᶉඪ४Խʹ४ڌして͍Δ͔
ᶊϧーϧʹ४ڌして͍Δ͔ɹ
ᶋো֐ରԠཁ݅のఏҊ

1� ˙อकཁ݅

ᶃఆ期อक
ᶄอकのൣғʢճ਺ʣ� Քಇใࠂのൣғ
ᶅαーϏス時͕ؒ 2� 時ؒ ��� ೔の৔߹のอक時ؒ
の֬อ͞Εて͍Δࣄ 
ᶆシステムのՔಇঢ়گΛใࠂすΔఆྫձ
ᶇڌ఺のܭըఀిରԠ౳のܭըఀࢭ用のྟ時システム

˕
ᶃอकํ਑の֬ೝ
ᶄอकαΠΫϧの֬ೝ
ᶅอकཁ݅のఏҊ

1� Ҡ行 ˙Ҡ行ཁ݅

ᶃຊ൪Ҡ行ํ๏ɾ੾ସ೔͕໌֬ʹな て͍ͬΔࣄɹ
 ɾҰׅ੾ସຊՔಇ
 ɾॱ࣍੾ସຊՔಇ
 ɾฏ行Քಇ

˓

ᶃӨൣڹғの໌֬ԽのͨΊのݱ行システム
の৘ใఏڙ
ᶄप஌ํ๏ɺप஌ઌのଥ当ੑの֬ೝ
ᶅҠ行ɾ੾ସ೔の֬ೝ
ᶆҠ行ํ๏の֬ೝ
ᶇӨൣڹғの֬ೝ
ᶈҠ行ཁ݅のఏҊ

1� ؂ࠪ ˙಺෦౷制ɺシステム؂ࠪ
ཁ݅ɹɹɹɹɹ ᶃシステムূ੻Λग़ྗすΔ ˓

ᶃྨࣅシステムのシステムূ੻औಘํ๏
ᶄ֤छೝূ運用の֬ೝ
ᶅඞཁࢿྉの֬ೝ
ᶆύッέージのબఆɺ֤छೝূࢿྉ
ᶇ಺෦౷制ཁ݅のఏҊ

1� ߹ҙ ˙ཁ݅ఆٛの߹ҙ ᶃཁ݅ఆٛのશ߲໨Λ߹ҙすΔ ˓

ᶃڭҭ � Ҿܭܧըの֬ೝͱमਖ਼
ᶄڭҭ � Ҿܧスέジϡーϧの֬ೝͱमਖ਼
ᶅڭҭ � Ҿࢿܧྉの֬ೝͱमਖ਼
ᶆڭҭ � Ҿڥ؀ܧの構築ͱ֬ೝ

表 2.3 － 1　ʮ運用ऀ͕اըɾ要݅ఆٛ޻ఔͰ確ೝ͢る߲໨ʯ（2�2）
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2.3ɹ্ྲྀ޻ఔでのӡ༻෦໳の関༩に関する（3)）܇ڭ

さらに、運用者が企画・要件定義に参加するときの心構えを以下にまとめた。

1：運用者は経営戦略、情報システム戦略を十分理解すること（企画）
　 　システム要件を確定し開発・運用を進めるにあたり「オーナーが真にシステムに求めているものは
何か？」「なぜそのようなシステムが必要なのか？」を理解することが重要である。その根底・背景
には必ず企業の経営戦略や情報戦略が存在する。

2：運用者はプロジェクト企画書の作成段階から企画・要件定義者へのサポートを行うこと
 （企画）
　 　プロジェクト企画書は企画・要件定義者のみで作成するものと決めつけてはならない。
　 　運用者はプロジェクト企画書を企画・要件定義者や経営から直接説明を受け、適宜質問を行い、
意見具申し、その内容を十分理解しながら適切なサポートを行わなければならない。

3：運用者は運用方針／運用要件を定義すること（要件定義）
　 　運用者は、運用方針／運用要件を「自分の言葉で」提案しなければならない。要件定義に運用
要件が盛り込まれていないケースは多く見受けられる。開発者は、業務の要件定義には慣れている
が、運用にかかわる要件定義は不得意である。企画・要件定義者も要求が曖昧になりやすい。

また、運用者が社外中心となっている場合は社外の運用者の意見を求めることも必要である。

効果
運用者が要件定義に参加することで、運用要件の漏れに起因する障害の多くが解決できる。

教訓
システムは運用されてこそ、その価値を生み出すものであり、システムの企画、要件定義段階にお
いて、無駄のない運用ができるような運用設計が大変重要である。このためには、企画・要件定義
作業へ運用者が参加して確認する項目や作業を「見える化」することが重要である。
また、運用者は、要件を十分に説明できていない場合も多いので、開発するものは自分のシステム

であることを自覚して、積極的に要件をだす必要がある。




